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■請　願

（
賛
成
多
数
）

工
事
名　

相
馬
原
演
習
場
周
辺

公
園
設
置
助
成
事
業
（
国
庫
債

務
負
担
行
為
） 

平
成
21
年
度

南
部
地
区
公
園
建
設
事
業　

分

割
２
号

契
約
金
額　

７
千
７
百
７
０
万

円
（
消
費
税
込
）

契
約
の
相
手
方　

北
群
馬
郡
榛

東
村
大
字
広
馬
場
２
５
１
６
番

地南
榛
工
業
株
式
会
社（

全
員
賛
成
）

取
得
動
産　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

取
得
金
額　

変
更
前　

１
千
７

百
７
９
万
７
千
５
百
円

変
更
後　

２
千
５
百
２
万
１
千

５
百
円
（
消
費
税
込
）

中
学
校　

19
台

取
得
の
相
手
方　

群
馬
県
渋
川

市
阿
久
津
50
ー
１

株
式
会
社　

コ
ー
ワ
イ
ン
テ
ル

▲

南
部
コ
ミ
セ
ン
南
に
位
置
す　

　

る
南
部
地
区
公
園
建
設
予
定
地

社会体育館跡地への特別養護老人ホーム増床（二十床）に関する請願 ……… 継続審査
請願者　社会福祉法人　榛永会　理事長　田中　守　氏
紹介議員　阿久澤成實　氏

核も戦争もない平和な 21 世紀を築くための 2009 年非核平和行進要請書 
………………………………………………………………………………… 一部採択
陳情者　2009 年非核平和行進群馬県実行委員会　代表　猪上　輝雄　氏

榛東村巡回バスに関する陳情……………………………………………… 継続審査
陳情者　株式会社　群馬バス　取締役社長　大島義一郎　氏

国民の「安心・安全」を切り捨てる「地方分権」「道州制」をやめ、関東地方整
備局の事務所・出張所の存続を求める陳情書…………………………… 採　　択
陳情者　国土交通省全建設労働組合関東地方本部群馬県協議会
　　　　議長　山口　勝巳　氏

村道　長谷津 16 号線改良舗装工事について …………………………… 趣旨採択
陳情者　第 21区　区長　阿久澤義雄　氏・区長代理　小金澤一之　氏

村道　中ノ前 18 号線舗装工事について ………………………………… 採　　択
陳情者　第 17区　区長　杉田　茂吉　氏・区長代理　笹澤　高次　氏

村道　川端６号線・御堀 21 号線改良舗装工事について ……………… 一部採択
陳情者　第５区　区長　猪俣　賢一　氏・区長代理　狩野　達也　氏
　　　　第６区　区長　岡部　孝一　氏・区長代理　渡辺　　勝　氏

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書に関する陳情書

………………………………………………………………………………… 継続審査

陳情者　日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会

　　　　センター事業団群馬事業所　所長　石田裕人　氏

義務教育費国庫負担制度の国負担率２分の１復元と教育予算の拡充を求める意

見書の採択に関する陳情書………………………………………………… 採　　択

陳情者　群馬県教職員組合北群馬支部　支部長　望月　栄一　氏

村道　八幡９号線道路幅拡張舗装工事並びに、側溝の整備について… 採　　択

陳情者　第８区　区長　齋藤　邦夫　氏・区長代理　諸田　康彦　氏

■陳　情

請願・陳情

動
産
の
取
得
の
変
更
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平
成
21
年
４
月
か
ら
動
き
出

し
た
制
度
で
あ
る
。
従
来
の
広

域
圏
（
群
馬
県
内
で
は
10
の
広

域
圏
が
あ
っ
た
）
が
、
人
口
の

減
少
や
市
町
村
合
併
の
進
行
に

よ
り
残
っ
て
い
る
の
は
、
渋
川

北
群
馬
、
利
根
沼
田
、
吾
妻
の

３
つ
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
総
務

省
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
定

住
自
立
圏
構
想
で
あ
る
。
５
万

人
程
度
以
上
の
中
心
市
と
、
ま

わ
り
の
市
町
村
が
協
定
を
結
ぶ

も
の
。
協
定
に
あ
た
り
ビ
ジ
ョ

ン
作
成
担
当
は
中
心
市
で
あ
る

が
、
中
心
市
の
言
い
な
り
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
期

間
は
原
則
５
年
で
あ
る
が
、
一

方
の
地
域
か
ら
破
棄
の
意
志
表

示
が
あ
れ
ば
、
議
会
の
議
決
を

経
て
連
携
を
中
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
当
然
、
自
立
圏
構
想

を
組
織
し
な
く
て
も
か
ま
わ
な

い
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
中

心
市
に
年
間
４
０
０
０
万
円
程

度
を
基
本
に
人
口
、
面
積
、
周

辺
市
町
数
、
昼
夜
人
口
比
率
等

を
考
え
て
算
定
す
る
。
周
辺
市

町
村
に
は
、
一
市
町
村
当
り
年

間
１
０
０
０
万
円
程
度
を
特
別

交
付
税
と
し
て
交
付
す
る
。
首

都
圏
で
も
地
方
圏
で
も
人
口
減

少
が
著
し
い
中
で
、
平
成
47
年

時
の
人
口
推
移
で
伊
勢
崎
市
が

０
・
７
％
、
吉
岡
町
が
12
・
８
％
、

榛
東
村
が
１
・
２
％
い
ず
れ
も

増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
平
成
の

合
併
が
終
息
し
、
道
州
制
の
議

論
が
あ
る
中
で
、
真
剣
に
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

け
は
確
か
で
あ
る
。

定
住
自
立
圏
構
想

と
は

場
所　

吉
岡
町
役
場　

会
議
室

講
師　

群
馬
県
企
画
部　

地
域
政
策
課
補
佐

　
　
　

富
沢
喜よ

し

あ

き詔
氏

北
群
馬
議
員
研
修

吉
岡
・
榛
東
議
会
議
員
研
修

榛東・吉岡　合同研修

　

「
広
報
研
修
会
」
で
学
ん
だ

こ
と
に
よ
り
「
議
会
広
報
特
別

委
員
会
」
の
全
員
が
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
と
確

信
し
て
い
る
。

◎
〈
言
葉
の
表
現
、
表
記
に
工

　

夫
を
〉

　

読
み
手
（
住
民
）
を
意
識
し

て
、
わ
か
り
や
す
く
、
親
切
に

（
用
語
解
説
を
つ
け
る
、
写
真

を
使
う
、
む
ず
か
し
い
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
）

◎
〈
情
報
時
代
に
求
め
ら
れ
る

　

広
報
〉

　

読
み
手
の
視
点
で
わ
か
り
や

す
く
、
簡
潔
、
親
し
み
の
あ
る

記
事
に

◎
〈
議
会
広
報
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

・
写
真
（
表
紙
、
一
般
質
問
、

議
案
の
内
容
等
）
の
上
手
な

使
い
方
、肖
像
権
へ
の
配
慮
、

写
真
の
説
明
文
の
工
夫

・
追
跡
レ
ポ
ー
ト
の
有
効
な
扱

　

い
方

・
校
正
で
の
ポ
イ
ン
ト

・
道
路
に
つ
い
て
の
写
真
は
、

　

地
図
を
添
え
て
説
明
す
る
等

実
践
に
役
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス
が

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
ま
ず
は
住

民
の
立
場
で
、わ
か
り
や
す
く
、

親
し
ま
れ
る
「
し
ん
と
う
む
ら

議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
を
め
ざ

し
て
励
み
た
い
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催

議会特別委員会　広報研修
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＜核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書＞の提出について（可決）
概要　世界で唯一の被爆国民として、核兵器の廃絶と恒久平和を願うもの

＜国民の「安心・安全」を切り捨てる「地方分権」「道州制」をやめ、関東地方整備局の事務所・
出張所の存続を求める意見書＞の提出について（可決）
概要　基幹道路の整備や防災対策、河川の利水事業など国の責務において実現しなければならな

い社会的インフラ整備に当たる関東地方整備局の事務所・出張所の存続を求めるもの

＜教育予算の拡充を求める意見書＞の提出について（可決）
概要　地方財政が厳しい現状において、縮小された義務教育の国庫負担割合を復元することと、

教育予算の充実を図るため地方交付税の拡充を求めるもの

 

渋
川
市
で
は
天
ぷ
ら
油
（
廃

食
用
油
）
を
再
利
用
し
た
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ

Ｆ
）
を
使
用
し
、
計
12
台
の
公

用
車
が
走
っ
て
い
る
。
市
内
約

20
ヶ
所
に
設
置
の
廃
食
用
油
回

収
拠
点
で
環
境
意
識
の
高
い
市

民
の
協
力
に
よ
り
天
ぷ
ら
油
を

回
収
し
、
そ
れ
を
市
で
委
託
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
Ｂ
Ｄ
Ｆ

化
し
た
も
の
を
購
入
し
使
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
Ｂ
Ｄ

Ｆ
に
は
統
一
の
規
格
が
な
く
使

用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
り
、

課
題
も
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、

回
収
さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
い

る
廃
食
用
油
を
回
収
し
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
資
源
循
環
型
サ
イ
ク
ル
の

構
築
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
二

酸
化
炭
素
を
削
減
で
き
る
。
新

政
権
に
な
り
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標

を
90
年
比
マ
イ
ナ
ス
25
％
と
し

て
い
る
中
で
、
身
近
な
生
活
の

中
か
ら
地
球
環
境
を
考
え
る
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
学
ぶ

こ
と
が
多
い
研
修
で
あ
っ
た
。

本
村
で
も
榛
東
村
商
工
会
女
性

部
が
廃
油
を
再
利
用
し
た
「
Ｅ

Ｍ
廃
油
石
け
ん
」
を
作
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

に
住
民
の
活
動
を
ど
う
支
援
し

今
後
の
温
暖
化
防
止
対
策
へ
繋

げ
て
い
く
の
か
議
論
に
役
立
て

ね
ば
な
ら
な
い
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
貢
献

　
　
　
　
　
　

〜
廃
食
用
油
の
活
用
〜

環
境
整
備
特
別
委
員
会

バイオディーゼル車

視
察
レ
ポ
ー
ト

研
修
先　

渋
川
市
役
所

高橋　正議長

全国議長会理事に

就任

　７月 22 日の全国町村議会議長会臨時総会におい

て、高橋　正議長が全国町村議会議長会理事に選

任されました。また、併せて町村議会議員共済会

副会長 ( 財 ) 全国町村議員会館副理事長、全国豪雪

地帯町村議会議長会監事の要職に選任されました。
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耐
震
診
断
と
は

　

国
は
平
成
７
年
の
阪
神
大
震

災
を
契
機
に
全
国
的
に
耐
震
診

断
を
実
施
、
必
要
な
基
準
に
満

た
な
い
建
築
物
は
耐
震
補
強
又

は
改
築
対
象
と
す
る
。

　

学
校
建
築
に
お
け
る
対
象
建

築
物
は
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

設
計
さ
れ
た
、
校
舎
棟
・
屋
内

運
動
場
・
武
道
場
・
実
習
室
・

寄
宿
舎
等
。

耐
震
診
断
の
方
法

○
既
存
建
物
の
設
計
図
の
有
無

確
認

○
現
地
調
査
［
建
物
の
現
況
把

握
（
図
面
と
の
食
い
違
い
・
増

築
・
解
体
等
の
状
況
把
握
）
建

物
の
老
朽
化
・
施
工
時
状
況
把

握
が
目
的
］

○
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
場

合
：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
採
取
に
よ

り
、
施
工
不
良
の
有
無
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
強
度
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
中
性
化
の
確
認
を
行
い
ま

す
。

○
鉄
骨
現
況
調
査　

設
計
図
と

の
照
合
、
超
音
波
試
験
に
よ
る

溶
接
欠
陥
の
有
無
、
目
視
に
よ

る
ボ
ル
ト
の
破
断
、
締
め
忘
れ

の
有
無
、
錆
の
発
生
状
況
、
部

材
の
破
断
、
曲
り
（
座
屈
）
等

の
確
認
。

○
図
面
及
び
現
地
調
査
結
果
に

よ
り
、
耐
震
計
算
を
行
い
構
造

耐
震
指
標
値
（
Ｉ
Ｓ
値
）
を
算

定
し
、
構
造
耐
震
判
定
指
標
値

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
値
）
と
の
比
較
等
を

行
い
、
補
強
・
補
修
の
有
無
を

判
断
す
る
。

構
造
耐
震
判
定
指
標
（
Ｉ
Ｓ

Ｏ
）（
建
物
が
必
要
と
し
て
い

る
耐
震
性
能
値
）

○
一
般
の
建
物　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
＝

０
・
６

○
文
部
科
学
省
は
学
校
施
設
は

避
難
所
や
避
難
の
拠
点
と
な
る

た
め　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
＝
０
・
７

○
消
防
施
設
等
は　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
＝

０
・
９

（
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま

す
）

　

南
部
コ
ミ
セ
ン
の
会
場
か

ら
出
て
き
た
中
年
の
女
性
が

「
至
福
の
体
験
が
で
き
最
高

の
ひ
と
時
で
し
た
、
時
に
熱

く
・
時
に
や
さ
し
く
・
今
生

き
て
る
気
分
」
と
（
ジ
ャ

ズ
）
の
魅
力
に
覚
め
や
ら
ぬ

感
動
を
得
て
家
路
に
急
い

だ
。
榛
東
村
は
村
民
文
化
向

上
の
一
貫
と
し
て
平
成
７
年

よ
り
「
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
続
け
、
今

回
で
15
回
目
と
な
り
例
年

通
り
会
場
は
満
席
で
、
ジ
ャ

ズ
の
生
演
奏
に
酔
い
し
れ
る

一
時
が
あ
っ
て
・
夢
の
有
る

出
会
い
と
感
動
を
・
皆
さ
ん

が
味
わ
っ
た
。
こ
の
事
か
ら

県
内
で
も
例
の
無
い
事
業
と

し
て
村
民
に
期
待
さ
れ
て
い

る
。

村
の
音
楽
祭　

10
月
４
日

「
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」

村の音楽祭　ジャズコンサート




